
国土交通省

北海道開発局今冬の除雪体制について
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国土交通省

北海道開発局

昨冬同様に安全で円滑な冬期道路交通 確保を図るため 気象状況や交通状況等を踏まえて 適切なタイミングで実施

除排雪作業について

昨冬同様に安全で円滑な冬期道路交通の確保を図るため、気象状況や交通状況等を踏まえて、適切なタイミングで実施。

新 雪 除 雪 運 搬 排 雪歩 道 除 雪 凍結防止剤散布

気象条件 交通状況等を勘案し 堆積した雪により必要な車道幅員
凍結が発生しやすい区間を対象気象条件、交通状況等を勘案し、

道路交通に支障をきたすおそれ

がある場合に実施。

堆積した雪により必要な車道幅員
の確保が困難となり、引き続き降
雪の増加が予想される場合に実施。
また、自治体等と雪堆積場を共有
するなど、効率的な除排雪を行う。

降雪等により、必要な区間におい
て、歩行者の通行に支障がある場
合に実施。

凍結が発生しやすい区間を対象
とし、路面状況に応じて散布を
実施。

除雪作業におけるご理解除雪作業におけるご理解ととご協力のお願い。ご協力のお願い。

○都市部の除雪作業は、安全・快適な朝の通勤通学のために、交通量の少ない深夜から早朝にかけて作業を行いますので、
除雪作業に伴う振動や騒音の発生にご理解願います。

○路上駐車や放置自転車は、円滑な除雪作業の妨げになりますので、ご遠慮願います。

○車道への雪出しは 交通事故や道路障害の原因となりますので ご遠慮願います○車道への雪出しは、交通事故や道路障害の原因となりますので、ご遠慮願います。

○機械除雪のため、玄関前に雪が残ることがあります。除雪後の残雪処理は、各ご家庭でお願いします。

○市街地の交差点及び郊外の坂等に砂箱を設置しています。路面が凍結している場合等において砂まきにご協力願います。
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北海道開発局

○近年、北海道内にて大雪や暴風雪等の異常気象による通行止めが頻発

近年の暴風雪に伴う通行止め発生状況について

○近年、北海道内にて大雪や暴風雪等の異常気象による通行止めが頻発
○交通障害は、人的被害だけでなく地域の基幹産業である畜産、水産等へ甚大な被害

・平成25年3月：道東を中心とした暴風雪で9名の方が亡くなるなどの被害
・平成26年2月：根室管内では道路の通行止めの影響により生乳45ﾄﾝを破棄
・平成27年1～3月：暴風雪等の影響により、根室管内羅臼町では、6度の通行止めにより、
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冬期のおける国道の通行止回数（H20-26)
凡例：

通行規制実施箇所(高規格・自専道)
通行規制実施箇所(一般国道）
NEXCO東日本管理路線

◆過去３ヶ年の冬期通行止め履歴
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NEXCO東日本管理路線
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平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

3

184回 2,720時間
39路線 4,565km

100回 2,024時間
31路線 3,057km

214回 4,954時間
37路線 5,932km
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北海道開発局暴風雪を踏まえた今冬の取り組み

冬期の悪天候時には、各種道路情報提供ツールを利用・確認願います冬期の悪天候時には、各種道路情報提供ツールを利用・確認願います冬期の悪天候時には、各種道路情報提供ツ ルを利用 確認願います冬期の悪天候時には、各種道路情報提供ツ ルを利用 確認願います

国道・道道の規制情報、道路気象情報、道路画像情報をWebページで提供
ＰＣ・スマートフォン・携帯 URL：http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/

吹雪の視界情報等の情報を集約した情報提供サイト
今年度は、１１月下旬頃、提供開始を予定しています。

■ 北海道地区道路情報 ■ 北の道ナビ（吹雪の視界情報）＜寒地土木研究所提供＞
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【主要峠画像ポップアップ】

▲二次元コード

►視界情報 ►吹雪の投稿情報

►気象警報・注意報 ►通行止め情報

►メール配信サービス

▲二次元コ ド

（北海道道路地区情報）

静止画像と気象データ（気温、路温、風速、
時間雨量、積雪深）を見ることが可能

H27.3.27よりTwitterとFacebookを公開し、北海道開発局が管理する
国道、高規格幹線道路の異常気象、災害による通行止め情報を発信。

▼二次元コード

コンビニやガソリンスタンド等に協力頂き、
道路管理者からの通行止め情報「i-Fax」を

■ SNSを利用した通行止め情報の発信

■ 道路情報提供施設（国道情報連絡所、道路情報連絡所）

店舗内に掲示。

 

国 道 情 報
連 絡 所

国道情報連絡所 ３８６施設
道路情報連絡所 ５０８施設

（平成27年１０月１６日現在）

国道の通行止め情報をスマ トフ ン 携帯へ提供

（Twitter画面） （Facebook画面）

道路情報板に道路利用者へ予告情報「早めのタイヤ交換」、
「通行止めを行うことがあります」等を周知

■ 国道通行止め情報メール配信サービス

連絡所（平成27年１０月１６日現在）

■ 気象庁発表の気象情報を踏まえた道路利用者への情報提供
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国道の通行止め情報をスマートフォン、携帯へ提供。
本サービスに登録して頂くと、異常気象や災害によ
る通行止めの実施や解除をメール配信。

（路線、区間を選択可能）

「通行止めを行うことがあります」等を周知。

＜初冬期＞

○気象情報の発信

暴風雪の恐れ

○日～○日にかけて
○○地域

○注意・警報発令 ○通行止め
注意

通行止めを行う
ことがあります

暴風雪により

通行止

○○峠
吹雪のため

＜暴風雪時＞ ※下記は、道路情報板標示のイメージ図

▲二次元コード
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北海道開発局暴風雪等を踏まえた今冬の取組み

■立ち往生車両等への対応・連携強化【拡充・継続】

○災害対策基本法の改正を踏まえた訓練の実施

大規模災害時における緊急通行車両の通行ル－トを迅速に確保するた
め、道路管理者による放置車両等の移動が可能となった。法改正を踏
まえ、放置車両発生時の道路管理者等による訓練を昨年度から実施。

ち往 車両等 対 連携強化【拡充 継続】

≪今年度、全開発建設部にて訓練を実施予定≫

（H26年度の訓練実施状況）

○建設機械等の地方公共団体への貸付○関係機関相互の連携強化 ○建設機械等の地方公共団体への貸付
災害対策基本法に基づき、建設機械等の貸付について、各種会議
等で広く周知を行い活用の拡大を推進。
一昨年度冬期には２自治体への貸与を実施
・ロータリ除雪車の貸与 （根室市） H26.2.19～24(6日間)

除雪ド ザの貸与 （大空町） H26 3 5 7(3日間)

○関係機関相互の連携強化
関係機関で組織されている「道路防災連絡協議会」等を 継続実施
するとともに、各地区での協議会に緊急時対応の体制強化を図るた
め自衛隊も参画。特に豪雪災害対応として「豪雪WG」を本格的な
降雪前に開催し、共有すべき情報の確認を行い、豪雪発生時等にお
ける対応 強化を目指す ・除雪ドーザの貸与 （大空町） H26.3.5～7(3日間)ける対応の強化を目指す

全道の開発建設部全てにおいて
協議会を設置、定期的な協議会
を実施。

○民間等との協定による通報協力体制の拡充

2月19日 根室市 3月5日 大空町

■民間企業等との協力体制のもと迅速な道路情報を収集【拡充】

地区道路防災連絡協議会
（札幌開発建設部 石狩地区）

○民間等との協定による通報協力体制の拡充
昨年度から民間企業（北海道コカ・コーラボトリング（株））と
の道路異常に関する通報協定の締結を行い、今年度、全開発建設
部で締結が完了。
また、各地域のバス協会（札幌、函館、十勝）バス事業者（宗谷
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バス）、トラック協会（札幌、函館、旭川、十勝）ハイヤー協会
（十勝）とも通報協力に関する協定を締結。

（協定締結式の状況） （#9910ステッカー掲示状況）


